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[⽬的] 我々は、宇宙⾚外線背景放射の起源の解明のため、そのスペクトルと空間揺らぎの⾼精度観測を⾏
うロケット実験 CIBER-2(Cosmic Infrared Background ExpeRiment-2)を進めている。CIBER-2 では固体燃
料ロケットによる⼤気圏外からの観測を実施するため、観測装置はロケット打ち上げ時に特定の周波数帯
で強い振動に晒される。そこで、装置の各要素の開発段階で規定のレベルでの振動試験を⾏うことで共振特
性を実測し、シミュレーションと⽐較することにより振動耐性を評価した。 
[実験⽅法] プロトタイプ望遠鏡を設計、製作し、下図のセットアップに⽰すように、ベースプレート底⾯
を加振台に固定した。20~1000Hz の周波数帯でのランダム加振を実施し、望遠鏡各所に取り付けた加速度
センサーの応答を実測することで、ベースプレートへの⼊⼒加速度に対する⽐率である加速度伝達率を取
得した。 
[結果] 実測された加速度伝達率は、有限要素法を⽤いた振動シミュレーション結果とよく⼀致し、270Hz
付近では主鏡の強い共振が確認された。実測された共振パラメータを採⽤したシミュレーションによって、
⾼い信頼性での振動耐性の評価が可能となり、望遠鏡には主鏡の共振を抑えるための制振構造が必要とな
ることが判明した。そこで、ダイナミックダンパーと呼ばれる板バネ形状の制振構造を望遠鏡に搭載して再
び振動試験を⾏ったところ、期待される制振効果を発揮した。応⼒解析によれば、ダンパーの搭載によって、
主鏡とその⽀持部品への過剰な応⼒が緩和され、許容範囲に収まることが確認できた。今後、構造設計の微
調整は必要となるが、ダンパーの搭載により望遠鏡振動耐性を⼤きく向上させることに成功した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図：振動試験セットアップ（左）、望遠鏡への⼊⼒加振レベルに対する主鏡の加速度伝達率（右） 
